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積算電力計の誤差測定および調整装置
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Abstract

Uniformqualityisalwaysa problemin the mass frOduction ofinduction

type watthour meter･And to be successfulin this point,itisimperativeto

havesomepropermeanswhichenablestomeasuretheerrorsofproductswith

higheraccuracythenrequiredinordinarycase,andadjustthemprecisely･
AttheTagaWorks,Hitachi,Ltd･hasbeen recentlyinstalled an electronic

apparatus for errormeasurement,replacingthestopwatchwhichhadbeenin

common use.By this new apparatus errors of master meters are calibrated

by standard frequencywithaccuracyoflO~5cyclespersecond,andanyerrors

are measured out to thelimit of O.1percent･

In the adjustment of meters,these preciselycalibratedmaster metersare

usedin combination with a newly devised adjustinginstrumentin stroboscope

system,therebyimproving the ad毎stinge魚ciencyby30%andtheuniformity

oftheproductin thatproportion･

｢Ⅰ〕緒 盲

交流枝川=Eノ｣i汁ノー誤差別tl】1こする7~二浩にH適用-ストッ

プウオッチによ緑阻紬拙走ト マスダーメ一夕法による

比較測定の二つJ)ノノ法があるが,l二l立製作所ではこれら

のプノ法に電子管を使用して一段ヒ測定碓度瑚恥､かつ能

封1勺な方式に匿き換えて,製品い品質をいつそう向上さ

せるこ.とができた｡

これらJ二)装紆′tノつぎレr)三リバ装吊か以J某､t′二一つている｡

(1)マスターメータなごJ〕誤差を絶対測定する装r･一三モ

これは光電管によつ-ご白軌的に積算庵川許しフ叫転数を

測定し,これを標準周漬灘で較正するもし什であろ｡

(2)マスターメ←タ法により製品しパ甘近を測定する

装置

これはマスタ∴-メータにより被測定積算電ノJ計の電源

[那右を制御して山垂帥引こ

ある｡

軌あるいは停‥二さ1_しろもJ)で
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(3)マスターメータ法により製rlレ)誤差を調整する

た守)∴†直1卜｢る装f2■こ

こか｣エストロボスコープしり原理な使用Lてマスターメ

←クモ被調整メータ±〔′丁)誤羞を比較Lながら調整する装

mで-ある｡

以~トニれら｣7.)各矧巨こ二二ついて概略を説明する｡

｢ⅠⅠ〕絶 対 測 定 装 置

(り 装置の概要

第1図(次貢参照)は本装置のブロックダイヤグラム

である｡不貞静電｣J計J)lLl沌封-り板J〕クリープ止孔を通して

光電管こ㍑射する九こよってパルスを発生させ,これを

増幅して約150Vし′■)唐形波にする｡このパルスによりい

わけろフリップフロップ回路とラチェット駆軌用リレr

とを糾イ丁せたカウンタート~q路上を作動させ,所定のパル

スl木二†肛二川､〔ける‖川]だけゲートl_山路を動作させ,こし7)

l矧i‖を標準周波数によって更正し,所定♂~)誤差範阿州二

二けィ､て0.1%精度でムホするもし')で,標準周波数発振器

には10~6レ.)確度を有する音片発振器を快川している○
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第1凶 誤差測定装置のブロックダイヤグラム

Fig.1.Block Diagram of Measurement Set

本装置レ')始軌 け11二･二上すぺて電子的に行わjt,ラチェッ

ト駆動用〕ツ走磁リレーしっ時間遅れなごほ誤差には関係レ｣-

ないようこ設計されている｡

漬第二電ノJ.汁uT_〕fif.朋津1二け通常定格電流〕丁′JlO%,50%,

100%
レ■)1■､しr･ご測定するしっ~･ご,l■j板をそれぞれ2,10,20

l==伝ご1.と,こし引用山傍準周波数せサイクルカウンタで測

定L,指ホ偵を直ち:二誤/差し-)%で読み上り,起動ばタン

スイッチこ上りて任意し′).･.■ムを選択洲j定する二上ができ

l=/二Y-3GA型損算揖力計川土L･∴Lゲート回路し7)軌

作時榊を36秒ヒし,こし二)閲し'_)発振周波数虻1,000′ヽ∴

L′てあごノし･1)~~ご',0.1%しノ1)プラス誤差し′-り易｢ぅ1二∴王サイクル

カウンタこ上999を指ホし,0･1%しリマイナス誤差し-ノ)場こγ

ニニ･こに1,001を指ホする.

(2)ストップウオッチ法との比較

扉来し㍉ストップlトトノチ7｣三L-J坊1-.■二∴L72秒を焼津∴

L~ご測点L-･∴､)′二が,±0･1秒以上し■持出要･ニ上1叫▲能であ一_〕

た｡二れを誤差こ二換算する

筒人操作上し1)言ヅミ差も力‖わリーし

±0.14% ∴柚1し,かつ

木‖当山バラツキ:二なった

が,本装置∴二上れば筒人差なご∴丈仝･二人らう1首二0.1%

ソ∵)精度で測定する二±ができる｡讃1表亡土I口~J一し･')積算電

ノ｣.汁をストップウ1~ッチ沃お上び本装置二二ヒリい帖トニ洲

第1表 電子管式測定とストッ7｢ウオッ予測定

との比較

Tablel.Comparative Table of Electronic

Method and Stop-WatCh Method

荷
1
0
0
ク
`

力率1.0

測定回数

1

2

3

4

5

10%

カ率1.0

ス測る別よ(に差置誤装定本凱

+0.5

+0.4

十0.5

+0.4

十0.4

トップ0ウォッチ藻

定誤壬 (%)

+0.56

+0.42

+0.28

+0.42

十0.28
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定Lた場i′_㌻√)成績であって,測定のバラツキが非常に少

なくなっているこ上がわかる｡かつ測定時l紺は従来の

72秒こ二対し36砂上なり,電圧,電流なごしり指ホ計の監

視わーLびストノブウオッチしr-掘イ1∴二2名を要Lた試験員

が1もです′ア木,征来ストップウオッチし･つ操作こ和宮しつ熱

線を必要上Lたことなごも解決しえた｡こ･ノ:)ため∴必然

的二試験珊あろトニ工調整川∴似けけるマスタ←メータし-)

.組長が■一､づそう描~度,椎度い轟′､もJ_~)こなり,製品をよ

りいつそう均一なもし1_J上するこ がてきた｡

｢ⅠⅠⅠ〕量 産 試 験 装 置

前述し'〕装置そしり｢宝~吏をマスターメータ法による誤差試

陳謝■号土L-て佃1けるこ上ができる｡

こし'〕場/㌻二王マスターメータによってパルスを発生さ

せ,綜片荷二汀.､-ごそれぞれ101叫転で被測定メータを

日動‥畑二伸止}せるように電源l･り路を制御するもしりであ

る｡

こし')装杵二_上れば試験員J__叛軋違いなご∴よる間違いを

防_1L二するこ上がて･さ,またIl一川川′りにも余裕む生ずる｡Ⅲ

∴帰日荷ここおけろ誤ぷ渕ぶなごl･_t】転二良時mな要する場

訂なご∴=朝刊-ニ効果的㌍ある｡

〔ⅠⅤ〕調 整 装 置

(l)装置の概要

第2囲お上び第3図し7ノ

板ハ帰辺∴紬一､

ー､'!′ くマスターメータレ1J回転H

を切り,ランプし1一光をこし-瀾沌適して

光電tトニ=,′ヱ廿て1酬畠L,放砥灯を点滅ごせ→:ノ｡披調整メ

←一夕し'Jt】j板二二もマスターメータ上回批し'儲を切り放電灯

し■.)光をこ∴)を通Lてし⊥るしLうこする｡もし′披調整メー

タしT二)‖板しり捌伝達度がマスターメータし∴それ土笥てLくな

第2図 Y-3GA型積算電力計円枚

Fig.2.Disk of Type Y-3GA Watt-

hour Meter
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Fig.3.Schematic Diagram

ment Apparatus

づたとき∴ご上,被調整メータしり

原 理 図

of Adjust･

があたかい机上L-ごい

るように見える｡また両矧～ちに言呉ノー.三があろ場.′γにく･土

像は止三また;.王道に移動Lて見えるし′-で,披胴整メータ(')

音調整ごてl;分をノ川場してこしノ)溝が静止Lて見えるし-1二っ:二す

ればマスターメータしぃ畝左上等L′∴な`1し■〉で容易にマス

ターメータ･_-二卜りじ拙か)製.-【~ほ作乙こ_1二がてきごノ.〕

l一丁立Y-3GA里程描電力拙二つい~･｣列セ㌧オ_は,こし■ノ

メ←一夕しリl小坂し1_)州伝数ほ定格電㍊汗二J∴､て33.33回/min

土なっているために,‖板しり溝数上肘-一江灯しノ)川披数上し--.)

関係は第2表レりごとくなる一つ こし′_.) から知れ亮ょうに人

の視覚により像を連続的こ比モJために必贋な最低山川減

数により=板し-)倍数が決定される｡=五Y-3GA型て∴

こ力荊勃宣400,､土/二 Y--10盟亡｣工4504･附IjL-･/

満山像上誤羞上付関係せ考えて見る七,マスターノー几

夕土被調整メ【タ山国胞ほレ~)差が人であれば人であて:ノ

程,いいかえれば,誤差があればある雇封象√)移動J_)速さ

は大きくなるが,この像し:)移 J_~)速さを満が一一_)進んま

たこ･土遅れる:二要寸~る吋l甘で表わし｣り1る土第3表レ･)ご上

くなる｡すなわち同じ0･1%しり誤差において定格負荷C-)

場合には0･45砂で像が一つ移動するが,定格しJ:)1/10

においては移動に4･5秒を要し,誤差し坤｣別口け聞を要

第 2 表 Y-･3GA型椅算電力計の円枚湛数とスト

ロボスコープ周波数との関係

Table2.Relation between Slit Number of

Disk of Yu3GA Type Watthour

MeterandFrequencyofStroboscope

負 荷
~＼

､
､
-
-
-
_
_
_
｢
-
_ 円板蔑数

1001 200

10%負荷 力率1.0

50%負荷 力率1.0

100%負荷 力率1.0

100%負荷遅れ力率0.5

5.5〔し

27.7へノ

55.5ハし

27.7∩し

11.1nu

55.5′し

｢,

55.5nu

3001 400

1(;.5′【し

83へノ

166√し

22.2へ.:27.7･､

111∩し

222′し

83√しr11lnし

138｢し

277∩し

138へ′

装 置
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∵
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Fig.4.Adjustment Apparatus
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節5図 Y--10型積

日

才虻末の&の

凍装置便用后

.E力計全負荷特価品質管理図

の■-一一例(20笛/甘按躯)

1√i皇ざ.5.ArlExampleofQualityControIChart

Of Typc Y-10Watthour Mctcr

-d~イJ二_!二∴†〔ノニ)リ｣ゝ装甘二おい圭㍑日射-1荷附近におい

てミj二こ士土んご瞬Ii削勺こ0.1%し,)言rミノミ…を､l二r｣別するこ上が叫

能てあること窪′･JくL~∴､ノ′〕=､三さらにこしノー像を几やすくす

る7~二め∴拡ノこ品を址州L-ごいる{,

(2)従来の調整享去との比較

f;亡来レ1)マスターメータ法∴上ろ調整においては,せず

被調整メrタ左あモ1一にい虻転放だけ1･･低ミさせて誤差を

第 3 去 Y-3GA型積算電力計の円板碑数と′像の

移動との関係

Table3.Relation between Slit Number of

Disk of Yu3GA Type Watthour

Meter and Moving Speed ofImage

負 荷

10% 負

力率1.0

100% 王子L

力率1.0

荷

t 【 133--

一
誤貢ご

維数､＼＼､
300

5.6s

l.2s

O.56s

0.56s

().28s

O.14古

4.5s

O.9s

O.45s

0.45s

O.22s

O.09s

3.6s

O.7s

O.3Gs

0.36s

O.18s

O.07s
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読みとり,その後作業者の勘において調整してまた誤差

を測定するというようにカットアンドトライで誤差の幅

を編めて行った｡この方法はいわゆる作業者の勘七熟練

に頼ることが多く,かつ円板を回転させている問は調整

ができなかった｡

本装置の使用によって各瞬R即こその誤差の大′トがRに

見えるのできわめて簡単に調

なった｡

することができる.ように

この結果調整時r榔二おいて約30ク`♂_)節約なするこ±

ができたと同時に製品の誤差を従来よりもいつそう均一

性のあるバラツキ√)少いものにするこ上ができた｡

第5図にY-10型し了)誤差の晶質管理図の一例を示すよ

うに木装匿侵出描い二使J~fi後においてはその差が明瞭に現

われている｡

〔Ⅴ〕穂 首

以上のごとき三つの装置によりマスターメータ自体の

誤差測定に従 より一段と高い精度を確保することがで

きるようになり,製品の調整においては従

:二鞭ることがなくなり,また

のごとく勘

いても作業

者の感違いなどによる間違いを防止し,いずれ♂)部門に

おいてもその能率を10～30%向上しえた土同時に,こ

J)三者が一休となって製品は従 よりなおいつそう均一

性のあるものにすることができた｡

終りに本装置の 究研 作に当り種々御指導を賜った日

立中央研究所高ロ1主任研究員,多賀工場木内計器部長,

白井鞍裾･;じ長袖め関係各f揖二厚く御礼申し上げる次第で

ある｡

RM-Ⅴ-4型日立質量分析計

Type RMU-4HitachiMass Spectrometer

品近矢作わ王び減作両分凧主都ぷ雷嘲欄ヰ側川-L巨ユノノ■

法が注l_にれ,行種ガスl二業,石‖=1訂~丈れ論のこ±冶

金その他こも仏∴申出にけ=∵ -′:):ニニ･ヲ工/~〕た｢

し】＼1二撃封牛用て十日炬午前1り,二の製作二征･il二Lてきた

が,その後各部こ改点そ皿え,新らしくRMU-4型を完

成L7二｡

本給Jりゴし㌔什怯(Lづきしり辿りてあ宣二J._つ

仕 様

分 昭 青巨………‖‥‥‥‥…150M/e

測 与立 範 臥…………………300M/e

感 度………………‥10-1～10~5

試=所要量…‥
･……0･2～1cc

渕 シ.i三帖 問…………………･5分以内

〟■...ガ
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第1図

Fig.1.
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